
平成30年12月定例会　議案等に対する賛否について
※表中の見方：「○」＝賛成　「×」＝反対　「―」＝当該案件採決時に議場不在　「欠」＝採決日の本会議を欠席

※議長は表決に加わらないため、「／」としています。
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議案第１５０号 平成３０年度富山市一般会計補正予算（第３号） 12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

議案第１５１号
平成３０年度富山市まちなか診療所事業特別会計補正予算（第
１号）

12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１５２号 平成３０年度富山市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

創政
改拓
（1人）

【市長提出議案①】

議決結果議決日件　　　名議案番号

日本
共産党
（２人）

会派 誠政
（２人）

フォー
ラム
38
（１人）

光
（２人）

日本
維新
の会
（１人）

社会民主党
議員会
（３人）

自由民主党
（22人）

公明党
（４人）

（反対討論要旨／日本共産党・小西議員）
議案第１５７号は市議会議員、議案１５８号は市長、副市長等の特別職の１
２月支給分の、期末手当（ボーナス）支給月数を、１００分の１７２．５ヶ月か
ら１００分の１７７．５ヶ月に増やす条例である。
　同時に提案されている議案第１５６号、市の一般職の給与や各種手当の
改正は、民間企業の給料やボーナスの動向にあわせる、また団結権・スト
権・団体交渉権の労働３権が制約されているかわりに、第三者機関である
国の人事院、県の人事委員会の勧告に従って引き上げるというものだが、
人事委員会勧告にもない議員、市長や副市長などの特別職まで一般職に
あわせて引き上げる必要はない。
　今回の加算により、１２月支給分は市長が約７万８千円、副市長が約６万４
千円、議長が約５万２千円、副議長が約４万７千円、議員が約４万４千円加
算して支給される。議員３８人合計で１６６万５千円の増額になる。
　多くの市民は、実質賃金の引下げ、年金の減額、生活保護費の引き下げ
のなかで、日々の暮らしが大変、厳しくなってきている。その上、来年１０月
予定の消費税１０％への引き上げに、市民の生活の不安が募っている。
　とりわけ、議員は政務活動費の不正問題から、出直して、まだ２年しかたっ
ていない。不正問題の捜査、裁判も継続されていて、市民の議会に対する
信頼回復の途上である。
　市長は提案理由説明で「新年度予算編成は、本年度と同様に厳しい財政
状況になることが予想される」と述べている。
　子育て、教育、高齢者対策そして、道路・橋梁・上下水道などインフラの維
持・補修等に多額の財源が必要だ。
　最後に議案第１５０号の一般会計補正予算案には、今ほど述べた特別
職、議員などの期末手当引上げ分が含まれているので、賛成できない。補
正予算のその他の部分は賛成である。
　以上申し上げ、３つの議案の反対討論とする。

（議案第１５７号、
議案第１５８号と
３件一括して討
論）

（反対討論要旨／創政改拓・木下議員）
　議案第１５７号は、富山市議会議員に、今月すでに支給された期末手当、
議長は約１７８．８万円、副議長は約１６１．３万円、議員は１５０．１万円に、
この条例改正案が可決されるとさらに議長は約５．２万円、副議長は約４．７
万円、議員は約４．４万円が追加で支払われることになります。
　議案第１５８号は、市長や副市長をはじめ、教育長、常勤監査委員など、
特別職の方々の今月すでに支給された期末手当、例えば市長は約２６８．９
万円、副市長は約２２３．４万円などに、この条例改正案が可決されると、市
長は約７．８万円、副市長は約６．４万円が追加で支払われることになりま
す。
　議案１５７号と議案１５８号の対象者の期末手当増額分の合計は約２１０万
超になります。
　この増額は国の人事院勧告と県の人事委員会勧告に準じるということが
理由ですが、必ず合わせなければならないという拘束力はないことを確認し
ております。
　平成３０年１２月定例会の冒頭に森市長よりお話されました提案理由説明
の中で来年度の予算編成について、「平成３１年度は、本年度と同様に、極
めて厳しい財政状況となることが予想されます。」とのお話がありました。
　私たち議員はその職務の根本として、全体の奉仕者として市政の発展の
ために尽くすことが求められていると考えます。そして時に議員は、富山市
の未来の持続的な発展のために、市民の皆様にご負担をお願いする政策
を提言することもあり得る立場であると思います。そうであるならば、まず市
民の皆様にご負担をお願いする前に、日頃から、みずからの待遇について
は、抑えていく、控えめであることが大切なのではないかと私は思います。
特に、本市の財政に余裕があるわけではない現在においては、議員が待遇
に関し、抑制的であることは大事ではないかと考えます。
　私は議員の仕事をする前は様々な仕事をしてきました。振り返ってみると、
正社員でも、アルバイトでも、そう簡単に給料は上がらなかったという実感が
あります。
　多くの市民の皆様においては、正社員をされていても毎年必ず、大きな昇
給を望めるような時代ではないでしょうし、アルバイトをされている方は、時
給を１０円単位で上げることにも大変な難しさを感じておられるのではないか
と推測します。
　私たち議員がまず待遇面で抑制的であるよう頑張りますので、大変僭越で
すが、市長や副市長など当局のリーダーの皆様にも、ご理解をお願いしたく
思っております。
　ちなみに、議案第１５０号の平成３０年度富山市一般会計補正予算です
が、議員と市長、副市長などの増額予算が含まれており、その部分への反

対とさせて頂きます。

（議案第１５７号、
議案第１５８号と
３件一括して討
論）
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議案第１５３号
平成３０年度富山市企業団地造成事業特別会計補正予算（第２
号）

12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１５４号 平成３０年度富山市水道事業会計補正予算（第２号） 12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１５５号 平成３０年度富山市病院事業会計補正予算（第２号） 12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１５６号
富山市職員の給与に関する条例及び富山市一般職の任期付職
員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を改正する条例
制定の件

12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１５７号
富山市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する
条例の一部を改正する条例制定の件

12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 × × 〇 〇 ×

（反対討論要旨／日本共産党・小西議員）
※議案第１５０号の討論概要に掲載

（反対討論要旨／創政改拓・木下議員）
※議案第１５０号の討論概要に掲載

議案第１５８号
市長及び副市長の給与に関する条例等の一部を改正する条例
制定の件

12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 × 〇 〇 〇 ×

（反対討論要旨／日本共産党・小西議員）
※議案第１５０号の討論概要に掲載

（反対討論要旨／創政改拓・木下議員）
※議案第１５０号の討論概要に掲載

議案第１５９号
富山市行政手続における特定の個人を識別するための番号の
利用等に関する条例の一部を改正する条例制定の件

12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１６０号
富山市長の選挙におけるビラの作成の公営に関する条例の一
部を改正する条例制定の件

12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１６１号
富山市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例
制定の件

12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１６２号
富山市地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤
強化に関する法律第９条第１項の規定に基づく準則を定める条
例の一部を改正する条例制定の件

12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１６３号 富山市都市公園条例の一部を改正する条例制定の件 12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１６４号 工事請負契約締結の件（浜黒崎小学校大規模改造主体工事） 12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１６５号 工事請負契約締結の件（八尾公民館改築主体工事） 12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１６６号 工事請負契約締結の件（富山港線軌道施設整備（その３）工事） 12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１６７号
特定事業契約締結の件（八尾地域統合中学校設計・建設・維持
管理・運営事業）

12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１６８号
特定事業契約締結の件（公営住宅月岡団地第３期街区建替事
業）

12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１６９号 富山市名誉市民の推挙に関し同意を求める件 12/21 同意 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１７０号 富山市立中央児童館の指定管理者の指定の件 12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１７１号 市道路線の認定及び廃止の件 12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１７２号 財産取得の件（防災行政無線設備（その２）） 12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１７３号 訴えの提起の件 12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１７４号 委託契約締結の件（富山市立小・中学校空調整備業務委託） 12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

報告第４１号
専決処分について承認を求める件（工事請負変更契約締結の
件（水橋フィッシャリーナ水面係留施設外整備工事））

12/21 承認 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

創政
改拓
（1人）

社会民主党
議員会
（３人）

日本
共産党
（２人）

会派 誠政
（２人）

日本
維新
の会
（１人）

フォー
ラム
38
（１人）

光
（２人）

自由民主党
（22人）

公明党
（４人）

【市長提出議案②】

議案番号 件　　　名 議決日 議決結果
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議案第１４５号
平成２９年度富山市水道事業会計未処分利益剰余金の処分の
件

12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１４６号
平成２９年度富山市工業用水道事業会計未処分利益剰余金の
処分の件

12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１４７号
平成２９年度富山市公共下水道事業会計未処分利益剰余金の
処分の件

12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第１号 平成２９年度富山市一般会計歳入歳出決算 12/21 認定 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

（反対討論要旨／日本共産党・赤星議員）
こども医療費を中３まで完全無料化など前進面は評価するが、
人口比全国一の再開発で森市政では旧富山西武跡地の総曲輪
３丁目地区までで総事業費約８３０億円、うち国県市の補助金と
保留床取得額で４２０億円超の税金が投入されてきた。
　市民一人当たり市債残高５７万円で中核市平均の約１．５倍。
　桜町１丁目４番地区再開発ビルの、基本金１２０１億円の超優
良学校法人「大原学園」に誘致補助金１億円は疑問。
　自転車「アヴィレ」３カ所増設に約４千６百万円で税金投入３億
円を超えた。
　フラワーハンギングバスケットには年間約６千４百万円も。
　実質収支約２１億円の黒字から中心部の大型事業等に使う基
金に６億円積立の一方、小・中学校クーラー設置には調査費４７
５万円のみに終わった。
　道路、河川、公園の地元要望９６２件への対応は４１２件、約３
億４千万円。

（賛成討論要旨／自由民主党・松井邦人議員）
平成２９年度は、重点施策として「賑わいと交流の都市空間の
整備・充実」や「コンパクトなまちづくり」が掲げられています。
　市街地再開発事業は、富山駅周辺や中心市街地の賑わい創
出や、まちなか居住の推進、インバウンドを含めた観光振興にも
大きく寄与したと考えています。
　さらに富山駅周辺整備事業では、駅周辺の一体的なまちづくり
を早期に実現することで、駅周辺の交通機能を強化し、公共交
通の利便性向上が図られてきました。
　このことから本市が目指す都市像や選ばれる都市の実現に向
け、確実に推進されています。
次に実質公債費比率１１．６％、将来負担比率１１５．３％、財政
調整基金額６７億７千万円となっており、これらの点からも本市
の財政は概ね健全な状態であると言えます。
　以上、適正な予算執行であることを申し上げ、自由民主党の賛
成討論といたします。

認定第２号 平成２９年度富山市公債管理特別会計歳入歳出決算 12/21 認定 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第３号 平成２９年度富山市駐車場事業特別会計歳入歳出決算 12/21 認定 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第４号
平成２９年度富山市母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計
歳入歳出決算

12/21 認定 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第５号
平成２９年度富山市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決
算

12/21 認定 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第６号
平成２９年度富山市まちなか診療所事業特別会計歳入歳出決
算

12/21 認定 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第７号 平成２９年度富山市介護保険事業特別会計歳入歳出決算 12/21 認定 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第８号 平成２９年度富山市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 12/21 認定 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第９号 平成２９年度富山市企業団地造成事業特別会計歳入歳出決算 12/21 認定 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第１０号 平成２９年度富山市白樺ハイツ事業特別会計歳入歳出決算 12/21 認定 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第１１号
平成２９年度富山市牛岳温泉健康センター事業特別会計歳入歳
出決算

12/21 認定 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第１２号
平成２９年度富山市牛岳温泉スキー場事業特別会計歳入歳出
決算

12/21 認定 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第１３号 平成２９年度富山市競輪事業特別会計歳入歳出決算 12/21 認定 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第１４号 平成２９年度富山市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 12/21 認定 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第１５号
平成２９年度富山市公設地方卸売市場事業特別会計歳入歳出
決算

12/21 認定 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

社会民主党
議員会
（３人）

日本
共産党
（２人）

会派 誠政
（２人）

光
（２人）

創政
改拓
（1人）

日本
維新
の会
（１人）

フォー
ラム
38
（１人）

自由民主党
（22人）

公明党
（４人）

【市長提出議案③】

議案番号 件　　　名 議決日 議決結果
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認定第１６号 平成２９年度富山市軌道整備事業特別会計歳入歳出決算 12/21 認定 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第１７号 平成２９年度富山市賃貸住宅・店舗事業特別会計歳入歳出決算 12/21 認定 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第１８号 平成２９年度富山市水道事業会計決算 12/21 認定 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第１９号 平成２９年度富山市工業用水道事業会計決算 12/21 認定 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第２０号 平成２９年度富山市公共下水道事業会計決算 12/21 認定 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第２１号 平成２９年度富山市病院事業会計決算 12/21 認定 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【市長提出議案④】

議案番号 件　　　名 議決日 議決結果

光
（２人）

日本
維新
の会
（１人）

フォー
ラム
38
（１人）

創政
改拓
（1人）

自由民主党
（22人）

公明党
（４人）

社会民主党
議員会
（３人）

日本
共産党
（２人）

会派 誠政
（２人）
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木
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議員提出議案
第１９号

防災・減災対策の充実・強化を求める意見書 12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員提出議案
第２０号

北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書 12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員提出議案
第２１号

認知症施策の推進を求める意見書 12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員提出議案
第２２号

義援金差押禁止法の恒久化を求める意見書 12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員提出議案
第２３号

米政策改革に伴う水田農業の持続的発展に対する支援を求め
る意見書

12/21 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員提出議案
第２４号

沖縄県名護市辺野古における米軍新基地建設の中止を求める
意見書

12/21 否　決 × × × × × 欠 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇

議員提出議案
第２５号

相次ぐ災害に対する特別交付税の増額を求める意見書 12/21 否　決 × × × × × 欠 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 × × 〇

議員提出議案
第２６号

教育の無償化・負担軽減に関する意見書 12/21 否　決 × × × × × 欠 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 × × 〇

議員提出議案
第２７号

漁業法等改正の強行に抗議し、漁民生活・漁村を守ることを求
める意見書

12/21 否　決 × × × × × 欠 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 × × 〇

議案番号 議決結果議決日件　　　名

日本
共産党
（２人）

社会民主党
議員会
（３人）

自由民主党
（22人）

公明党
（４人）

会派 誠政
（２人）

創政
改拓
（1人）

光
（２人）

日本
維新
の会
（１人）

フォー
ラム
38
（１人）
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平成３０年分
請願第８号

小・中学校普通教室でのエアコン運用開始を、できるだけ早めて
ほしいことに関する請願

12/21 不採択 × × × × × 欠 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 × × 〇

（賛成討論要旨／日本共産党・赤星議員）
　今夏「命に関わる危険な暑さ」「躊躇なくエアコン使用を」という
呼びかけが続いたが、富山市の小・中学校普通教室にはエアコ
ンがない。１学期中に学校における熱中症と診断された児童生
徒数は小学校２１人、中学校１４人、合わせて３５人。「教師も熱
中症で体調を悪くする方がいて同様の状態」と請願者は訴えて
いる。
　この請願は市の整備スケジュールでは来夏も命に関わる危険
な暑さが避けられないという切羽詰まった危機感からのまさに命
に関わる切実な声である。エアコン設置を来年６月までにとの要
望を１５８７筆の署名を添えて市長と教育長宛にも出されている。
議会がこの切実な請願に反対することはない。
　昨年６月議会に出された請願を採択し当局に議会として強く求
めていればエアコン運用開始は来年夏からできたのかもしれ
ず、議会の責任重大である。
（請願第8号反対討論要旨／自由民主党・金谷議員）
　市内小・中学校の普通教室へのエアコン設置は、自民党からも
数年前から強く要望していたことであります。今年の猛暑の影響
もあり、ここまで市長が判断され教育委員会の皆様も最速で進
めていただいていると感じます。今後の工程的に大変厳しい工
期が予想されます。理由としては、一つには設置数が中学校で２
６校３９３教室、小学校で６５校８８３教室と数も非常に多く、現場
も富山市全域に広がっていること。二つには施工できる日程が
教室を使用しない、土日や長期の休みの期間にしかできないこ
とからも、現実的にこれ以上工期を短縮することは、困難である
と考えます。
　請願人の気持ちは十分に理解するところでありますが、教育委
員会の方も一日も早くとのお話もありました。ここで改めて請願と
して取り上げる必要はないと考え反対させていただきます。

平成３０年分
請願第９号

政務活動費の事前審査に関する請願 12/21 不採択 × × × × × 欠 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 × × 〇 〇 × × 〇

（賛成討論要旨／日本共産党・赤星議員）
運用指針に「第三者機関の事前承認を得るいとまがない（急を
要する）政務活動手続き」があるが、急きょ現地調査に行き駐車
場代等が発生した場合、研修会場や書店で書籍を購入した場合
など「手続き」に定められている会派内事前審査や口頭了承を得
ていない場合も、例外規定でなく日常的に機敏に使えるようにす
べき。
　また県議らと共催の報告会やシンポジウムの会場費等は旧指
針では折半できたが現指針では認められない。県議会では認め
られている。１月に改善すべきと「あり方検討会」に提案したが議
論されていない。
　第三者機関の費用は年間３５７万円、事前審査の費用対効果
も含めた実効性に疑問を感じるのは市民感覚として当然ではな
いか。来年１月「あり方検討会」で意見交換することは請願者の
求めるとおり。政活費の運用指針の公聴会開催も賛同する。

（賛成討論要旨／光・上野議員）
今請願は事前審査の実効性や有効性、また、事前審査ができ
ないような活動に対して政務活動であるにも関わらず十分に機
能していないことを解決するための検討を求めている。第三者機
関が設けられたのは、運用指針にあるように「外部の視点での
審査」を入れるためである。しかし、先の政務活動費のあり方検
討会では、１年以上経過して確認、議論が行われる結果となっ
た。第三者機関も運用指針に沿った形での判断になり、また、法
に関することとなれば司法判断となるため、第三者機関そのもの
が単独で判断を下すことが難しい案件があった事を踏まえる必
要がある。座長からも発言があったとおり、審査業務についての
意見交換が決まっており、すでに検討することとなっていることか
ら、事前審査の実効性や有効性の検証の請願主旨に反対をす
る理由がない。

（反対討論要旨／自由民主党・舎川議員）
　第三者機関の事前審査があることで政務活動費の使用が妨げ
られているとのことであるが、厳しく作った運用指針を議員自ら
が使用しやすいように申請手続きを緩めることは、多くの市民の
理解が得られない。いとまがない政務活動を実施する場合は、
後に事後審査を申請すれば問題なく、第三者機関があることで
政務活動費の使用が妨げられているということは事実誤認と考
える。また、我が会派は、二度と同じ間違いを繰り返さないように
第三者機関と意思疎通を図り、様々なアドバイスを受けながら、
より良い政務活動費のあり方を実現するために努力している。こ
のことから、第三者機関は我々にとって大いに機能していると考
えている。以上のことから、市民の税金たる政務活動費の支払
いを自らが使いにくいという理由をもって基準を緩めることに賛
同できないこと、また、これまでに第三者機関が議会にとって機
能してきたものと考え、本請願の賛成討論に対する、反対の立
場での討論とする。

【請願①】

件　　　名 議決日 議決結果

日本
共産党
（２人）

会派 誠政
（２人）

公明党
（４人）

社会民主党
議員会
（３人）

自由民主党
（22人）

創政
改拓
（1人）

光
（２人）

日本
維新
の会
（１人）

フォー
ラム
38
（１人）

案件番号
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討論概要
（請願第９号）

（賛成討論要旨／創政改拓・木下議員）
本請願の趣旨は二つあります。
　一つ目は、運用指針の１０ページ目にルールがありますが、本
来、政務活動費を充当できる活動に私費が充てられているケー
スがあるならば、検証し改めていくことが大切だと思います。
　二つ目は、今年度は一年間に約３５７万円もの政務活動費が
第三者機関の委託料に使用されますが、費用対効果の議論、検
証がなされていないことには疑問があります。
　運用指針についての公聴会は、議会の信頼回復のために非常
に意義深いことだと考えます。
　請願者は今まで一貫して、富山市議会を応援し続けてきまし
た。
　本請願に厳しさを感じますが、それは富山市議会への大きな
期待の裏返しと理解しています。
　請願者の本当の願いは、議会改革に関する請願を出す必要の
ない、安心して市政を任せることのできる立派な議会へと富山市
議会が変わることです。

【請願②】

日本
維新
の会
（１人）

フォー
ラム
38
（１人）

創政
改拓
（1人）

公明党
（４人）

社会民主党
議員会
（３人）

日本
共産党
（２人）

会派 誠政
（２人）

光
（２人）

案件番号 件　　　名 議決日 議決結果

自由民主党
（22人）

※表中の討論要旨については、各議員が発言内容を１案件あたり３５０字以内にまとめたものを掲載しています。(討論の掲載順は実際の発言順としています。）

※各発言の全文については、「富山市議会インターネット中継」の１２月２１日開催の本会議分、または、「平成３０年１２月富山市議会定例会会議録」 （平成３１年２月下旬発行予定）にて、ご確認ください。
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